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かつらぎ町議会ピンチ！

13人の働きに注目

それぞれの熱い思いをもって立候補

02　 特集　無投票をどう捉えればいいのか?
１１　 一般質問　町民のおもいを届ける60分
２４　 特集　新庁舎 建設規模３度目の変更

 

   

か
つ
ら
ぎ
町
選
挙
管
理
委
員
会 

無
投
票
と 

な
り
ま
し
た



議
員
の決
意

住
民
の
中
に
入
っ
て
考
え
た
い

問
わ
れ
る
議
員
の

決
意
と
活
動

７
月
14
日
、
か
つ
ら
ぎ

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

受
付
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

日
の
天
気
は
快
晴
。
最
高

気
温
が
35
度
を
超
え
る
猛

暑
日
と
な
っ
た
。
定
数
13

人
に
対
し
現
職
７
人
、
新

人
６
人
か
ら
立
候
補
の
届

け
出
が
あ
っ
た
が
、
無
投

票
当
選
と
な
っ
た
。
一
般

選
挙
で
無
投
票
と
な
っ
た

の
は
、
平
成
６
年
以
来
２

回
目
。

無
投
票
に
な
っ
た
こ
と

に
対
し
、
立
候
補
し
た
人

に
責
任
は
な
い
。
し
か
し
、

無
投
票
当
選
は
全
員
の
票

数
が
ゼ
ロ
、
有
権
者
の
評

価
を
受
け
て
い
な
い
。
そ

れ
だ
け
に
、
議
員
一
人
一

人
の
決
意
と
活
動
が
問
わ

れ
る
。

議
会
の
努
力
と
人
口
減
少

議
員
の
な
り
手
不
足
が

大
き
な
課
題
に
な
る
中
、

10
年
前
に
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
導
入
し
、
住
民
の

声
を
議
会
運
営
に
生
か
す

努
力
を
し
て
き
た
。
こ
の

制
度
を
導
入
す
れ
ば
、
モ

ニ
タ
ー
か
ら
議
員
が
生
ま

れ
る
と
い
う
期
待
も
あ
っ

た
。
実
際
に
議
員
に
な
っ

た
人
は
４
人
。

昨
年
11
月
の
議
会
だ
よ

り
で
は
「
議
員
に
な
ろ
う

よ
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、

立
候
補
を
呼
び
か
け
た
。

人
口
減
少
の
な
か
、
議

員
定
数
と
報
酬
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。
議
会

は
、
住
民
の
中
に
入
っ
て
、

意
見
交
換
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

松
まつおか

岡　宏
ひろ

行
ゆき

 議員

立場の弱い人が大切にされる社
会を目指します。そのため、皆さ
まの声を基に政策提案し、実現で
きなければ何回も提案します。

大
おおやま

山　希
き よ

世 議員

４年間、議員として仕事させて
頂けることに感謝です。私のテー
マ「３世代がささえあう町づくり」
に向け、耳を傾け更に努力します。

北
きたおか

岡　慶
よし

久
ひさ

 議員

地域を歩き、皆さんの声を聴く
ことから始めます。笑顔とふれあ
いを大切に、身近な議員として行
動します。

立候補者数
議員定数

有権者数0
2,000
4,000
6,000
8,000
10,000
12,000
14,000
16,000
18,000
20,000

（有権者数）

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

平成１８年 平成２２年 平成２６年 平成３０年 令和４年 令和８年

議員定数・立候補者数・有権者数の推移

無投票になった感想
無投票は仕方ないが、住民が意

思を示す機会が減るのは残念だ。

寺尾　越
こし

道
みち

　陸
り く し

至さん

下
しもむら

村　清
きよたか

隆 議員

「恩送りで　未来へつなぐ」町民
一人一人の声を大切に、世代を超
え支え合い、子どもたちに誇れる
かつらぎ町を共に築きます。

女
じょ

良
ろ

畑
ばた

　政
まさ

幸
ゆき

 議員

定数 13 に対し立候補者 13 人。
町のために何とかしようという人
がもっと増えてほしい。そのため
にも私はこの４年間がんばります。

田
た む ら

村　哲
て つ お

男 議員

地域との交流を深め、その声を
町政に届けて実現させるよう努め
ます。そして賑やかで活気ある地
域を創り出すため活動いたします。

山
やました

下　慎
し ん じ

二 副議長

選挙の重要性を感じながら、住
民の声にしっかりと耳を傾け、誠
心誠意全力で取り組み、未来に誇
れるかつらぎ町を築きます。

橋
はしたに

谷　典
のり

仁
ひと

 議員

身近な困り事に寄り添い、地域
をよくしたい。安心して暮らせる
地域づくりに尽力します。地域へ
の恩返しの思いがあります。

薮
やぶもと

本　珠
た ま よ

代 議員

民意を聞けなかったことは残念
です。無投票当選の重みを胸に期
待に応えるべく、町の発展と暮ら
しの向上に全力で邁進します。

東
とうしば

芝　弘
ひろあき

明 議員

弱い立場の人々に寄り添って活
動するのが議員の仕事だと思って
います。忖度はしない。議会みん
なで住民と懇談していきたい。

無
投
票
を

ど
う
捉
え
れ
ば
い
い
の
か
？ 表

ひょうぐ
具　弘

ひろし
 議員

無投票だからこそ皆さまとの対
話を大切に。現場の声を行政へ力
強く届け、託された２期目の重責
を全力で果たします。

滝
たき

ノ
の う え

上　万
かずのり

記 議員

「お互い様」の心を礎に。医療、
介護、移動手段の充実や子育て支
援など、誰もが住み慣れた町で安
心できる環境づくりを進めます。

藤
ふじもと

本　憲
けんいち

一 議長

議員のなり手不足解消に全力を
尽くし、町民に信頼され、若い世
代が自分も議員を目指したいと思
える開かれた議会を目指します。

2026.11.1  111号 │ 0203 │ 傍聴議会を して いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。傍聴議会を して 災害時の協力井戸の件、とても大切だと思います。

協力井戸をカイトに１個備えるよう補助金を出してほしい。[７0代]



議会の新体制決まる
藤本憲一議長、山下慎二副議長選出

７
月
会
議
で
、
議
長
・
副
議

長
を
は
じ
め
、
常
任
委
員
会
や

特
別
委
員
会
、
一
部
事
務
組
合

議
会
な
ど
新
体
制
が
決
ま
っ
た
。

議　

長　
藤
本　
憲
一

副
議
長　
山
下　
慎
二

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長	

東
芝　
弘
明

副
委
員
長	

表
具　
　
弘

委　
　
員	

山
下　
慎
二

　
〃
　	

松
岡　
宏
行

　
〃
　	

橋
谷　
典
仁

　
〃
　	

下
村　
清
隆

議
会
運
営
に
つ
い
て
協
議
し
、

議
長
の
求
め
に
応
じ
て
調
査
を

行
う
。

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長	

東
芝　
弘
明

副
委
員
長	

橋
谷　
典
仁

委　
　
員	

山
下　
慎
二

　
〃
　	

大
山　
希
世

　
〃
　	

薮
本　
珠
代

　
〃
　	

下
村　
清
隆

議
会
だ
よ
り
の
編
集
と
発
行
を

行
う
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委 

員 

長	

滝
ノ
上
万
記

副
委
員
長	

女
良
畑
政
幸

委　
　
員	

松
岡　
宏
行

　
〃
　	

表
具　
　
弘

　
〃
　	

田
村　
哲
男

　
〃
　	

北
岡　
慶
久

住
民
と
の
懇
談
や
議
会
モ
ニ
タ

ー
制
度
の
運
営
を
行
う
。

庁
舎
建
設
調
査
検
討

特
別
委
員
会

委 

員 

長	

松
岡　
宏
行

副
委
員
長	

薮
本　
珠
代

委　
　
員	

山
下　
慎
二

　
〃
　	

東
芝　
弘
明

　
〃
　	

滝
ノ
上
万
記

　
〃
　	

表
具　
　
弘

　
〃
　	

大
山　
希
世

　
〃
　	

田
村　
哲
男

　
〃
　	

北
岡　
慶
久

　
〃
　	

女
良
畑
政
幸

　
〃
　	

橋
谷　
典
仁

　
〃
　	

下
村　
清
隆

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
調
査
と
検

討
を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進

特
別
委
員
会

委 

員 

長	

大
山　
希
世

副
委
員
長	

田
村　
哲
男

委　
　
員	

山
下　
慎
二

　
〃
　	

東
芝　
弘
明

　
〃
　	

松
岡　
宏
行

　
〃
　	

滝
ノ
上
万
記

　
〃
　	

表
具　
　
弘

　
〃
　	

薮
本　
珠
代

　
〃
　	

北
岡　
慶
久

　
〃
　	

女
良
畑
政
幸

　
〃
　	

橋
谷　
典
仁

　
〃
　	

下
村　
清
隆

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
。

組
合
議
会
関
係

一
部
事
務
組
合
と
広
域
連
合

は
、
市
町
村
の
合
同
事
務
を
行

う
特
別
地
方
公
共
団
体
。
こ
れ

ら
の
議
会
は
、
各
市
町
村
議
員

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

伊
都
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
藤
本　
憲
一

　
　
　
　
　
滝
ノ
上
万
記

橋
本
伊
都
衛
生
施
設
組
合
議
会

議
員　

　
　
　
　
藤
本　
憲
一

　
　
　
　
　
山
下　
慎
二

　
　
　
　
　
東
芝　
弘
明

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本
市
児
童

福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
橋
谷　
典
仁

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本
市
老
人

福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
議
員

北
岡　
慶
久

橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　
藤
本　
憲
一

　
　
　
　
　
女
良
畑
政
幸

　
　
　
　
　
下
村　
清
隆

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
山
下　
慎
二

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長	

大
山　
希
世

副
委
員
長	

北
岡　
慶
久

委

員	

山
下　
慎
二

　　〃　　	

東
芝　
弘
明

　　〃　　	

女
良
畑
政
幸

　　〃　　	

橋
谷　
典
仁

福
祉
、
社
会
保
障
、
教
育
、
環

境
他
を
担
当
す
る
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長	

滝
ノ
上
万
記

副
委
員
長	

下
村　
清
隆

委

員	

松
岡　
宏
行

　　〃　　	

表
具　
　
弘

　　〃　　	

田
村　
哲
男

　　〃　　	

薮
本　
珠
代

ま
ち
づ
く
り
、
防
災
、
農
林
、

土
木
、
水
道
他
を
担
当
す
る
。

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　
　
　
　
松
岡　
宏
行

議会だよりキャラクター 「かきかあちゃん」

全ての委員会を
傍聴することができます

2026.11.1  111号 │ 0405 │ 傍聴議会を して 防災・災害に対する住民の現在の心配事を課題に順応した質問に対して大変
うれしく感じた。 傍聴議会を して クビアカツヤカミキリ対策の発言、今、しないと、大変な事になる

と思います。[７0代]



問 
受
け
入
れ
人
数
の
根
拠
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
施
設
規
模
、

従
事
者
の
体
制
な
ど
を
協
議
し

た
。

問 
改
修
内
容
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
ト
イ
レ
や

手
洗
い
場
と
、
部
屋
を
２
つ
に

分
け
る
工
事
な
ど
を
行
う
。

問 

購
入
す
る
書
籍
の
内

容
は
。

生
涯
学
習
課
長　
児
童
図

書
に
限
ら
ず
、
図
書
の
充

実
を
図
り
た
い
。

問 

モ
モ
や
ウ
メ
、
カ
キ
な
ど
農
家
の
作

付
け
が
違
う
。
学
習
内
容
が
違
っ
て

く
る
し
、
提
案
な
ど
が
出
て
く
る
の
で
は
。

農
林
振
興
課
長　
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ

た
提
案
な
ど
は
、
農
業
の
振
興
お
よ
び
持

続
的
な
発
展
の
施
策
に
繋
が
る
よ
う
検
証

し
た
い
。

問 

定
住
に
至
ら
な
か
っ
た
利
用
者
が
、

現
在
も
地
域
の
行
事
な
ど
に
参
加
し
、

地
域
と
の
関
係
が
続
い
て
い
る
。
関
係
人

口
と
い
う
観
点
で
は
、
事
業
の
成
果
と
し

て
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
利
用
者
が
地
域

に
関
わ
り
続
け
て
い
る
こ
と
は
う
れ
し
く

思
う
。

詳細を早く知りたい

地域での住まい探し

９月会議
（8/27～9/17）

人事 4件
補正予算 7件

決算 9件
条例 10件
契約 8件

諸報告 2件
一般質問 11人

内容

発
熱
な
ど
を
伴
う
病
気
の
乳
幼
児
を
、
医
師
の
診
察

後
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
病
児
保
育
施
設
が

設
置
さ
れ
る
。場
所
は
橋
本
市
の
紀
和
病
院
敷
地
内
。

こ
の
事
業
の
実
施
主
体
は
橋
本
市
。
か
つ
ら
ぎ
町
、
九
度
山
町

お
よ
び
高
野
町
は
、
橋
本
市
と
協
定
を
結
び
、
施
設
改
修
費
や

運
営
経
費
を
負
担
す
る
。
病
児
保
育
施
設
で
受
け
入
れ
可
能
な

子
ど
も
の
人
数
は
６
人
を
予
定
。
保
育
士
と
看
護
師
が
基
準
に

基
づ
き
配
置
さ
れ
る
。

９月
会議

議│案│審│議
９
月
会
議
に
は
、
町
立
図
書
館
基
金
と
農
業
人
材
育

成
基
金
の
条
例
制
定
を
は
じ
め
、
志
賀
飲
料
水
供
給
施

設
の
加
入
分
担
金
設
定
の
条
例
改
正
、
三
谷
公
民
館
建

替
関
係
の
工
事
請
負
契
約
な
ど
と
と
も
に
、
病
児
保
育

事
業
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
提
出
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

既存の施設を改修して令和９年４月から病児保育スタート（紀和病院敷地内）

ますます図書充実へ

受け入れにあたって住環境を整えた体験住宅（広口地内）

内容

匿
名
で
５
０
０
万
円
の
寄
附
が
行
わ
れ
た
の
で
、
基
金
条
例
を
作
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
本
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
人
生
の
糧
に
な
っ
た
と
い
う

思
い
の
こ
も
っ
た
寄
附
だ
っ
た
。
こ
の
趣
旨
を
生
か
し
、
毎
年

１
０
０
万
円
ず
つ
本
や
備
品
を
購
入
す
る
。 内容

匿
名
で
３
０
０
万
円
の
寄
附
が

行
わ
れ
た
の
で
、
基
金
条
例
を

作
り
、年
60
万
円
を
活
用
す
る
。

町
は
、
こ
の
基
金
を
生
か
す
た
め
に
農
家

を
対
象
に
学
習
グ
ル
ー
プ
を
組
織
す
る
。

内容

平
成
30
年
か
ら
８
年
間
使
用
し

た
田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
が
廃

止
さ
れ
る
。
天
野
、
新
城
お
よ

び
四
郷
に
１
軒
ず
つ
あ
っ
た
体
験
住
宅
を

利
用
し
た
の
は
14
人
、
内
４
人
が
定
住
し

た
。
実
績
は
あ
る
も
の
の
、
住
宅
の
老
朽

化
が
進
み
、
修
繕
費
用
が
嵩
ん
で
き
た
の

で
条
例
を
廃
止
す
る
。

町
立
図
書
館
へ
毎
年
１
０
０
万
円

本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

【
町
立
図
書
館
基
金
条
例
制
定
】 農

家
の
勉
強
会
へ

毎
年
60
万
円

【
農
業
人
材
育
成
基
金
条
例
制
定
】

残
念  

田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
廃
止

【
田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
の
条
例
廃
止
】

伊
都
橋
本
管
内
で

病
児
保
育
施
設
設
置
へ

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】
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問 
対
象
と
な
る
教
員
お
よ
び

保
育
士
は
全
国
で
何
人
い

る
の
か
。
ど
の
く
ら
い
の
期
間

を
か
け
て
調
査
す
る
の
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
全
国
で
約

２
８
０
万
人
。
３
年
程
度
を
か

け
て
調
査
す
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長	

表
具　
　
弘

副
委
員
長	
東
芝　
弘
明

委

員	
田
村　
哲
男

〃

	
北
岡　
慶
久

〃

	

女
良
畑
政
幸

〃

	

下
村　
清
隆

!  ※特定性犯罪とは
不同意わいせつ、児童

買春、児童ポルノ所持、痴
漢、盗撮および未成年淫
行など

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%
７６５４３

令
和
２3130292827262524232221

平
成
20

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

140.0%

160.0%

１８年間の財政推移

将来負担比率
実質公債費比率

内容

こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
改
正
。
対
象
と

な
る
の
は
学
校
、
保
育
所
、
こ
ど
も
園
お
よ
び
幼
稚
園
な
ど
。「
※

特
定
性
犯
罪
」
を
犯
し
禁
固
刑
、
執
行
猶
予
お
よ
び
罰
金
刑
を
受
け

た
者
の
調
査
を
行
い
、
事
実
を
踏
ま
え
配
置
転
換
、
職
種
替
え
の
措
置
が
と
ら

れ
る
。
ま
た
採
用
時
の
調
査
で
は
、不
採
用
の
対
象
と
な
る
。
学
習
塾
、ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
な
ど
の
分
野
で
も
取
り
組
み

を
行
う
。
施
行
は
12
月
。

問 

整
備
後
も
給
水
開
始
が
遅
れ
る
世
帯

が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

上
下
水
道
課
長　
11
戸
に
つ
い
て
は
、
送

水
に
必
要
な
加
圧
配
水
ポ
ン
プ
場
が
令
和

９
年
３
月
に
完
成
予
定
で
あ
り
、
給
水
開

始
時
期
に
違
い
が
生
じ
る
。

問 
加
入
分
担
金
は
地
域
ご
と
に
歴
史
が

あ
り
、
そ
の
結
果
、
金
額
に
差
が
生

じ
て
い
る
。
上
水
道
と
同
額
の
15
万
４
５

０
０
円
に
統
一
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　
地
域
の
声
も
聴
き
な
が
ら
判
断
し

た
い
。

内容

下
志
賀
飲
料
水
供
給
施
設
を
町

が
管
理
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、

加
入
分
担
金
を
25
万
円
に
設
定

す
る
条
例
改
正
。３
カ
所
の
簡
易
水
道
は
、

上
水
道
と
同
額
で
加
入
分
担
金
が

15
万
４
５
０
０
円
。
今
回
の
下
志
賀
も
含

め
25
万
円
の
施
設
が
４
カ
所
あ
る
。
ま
た

高
額
な
分
担
金
（
こ
れ
ら
の
施
設
は
25
万

円
の
負
担
に
な
る
よ
う
補
助
金
を
支
給
）

の
施
設
が
６
カ
所
あ
る
。

加
入
分
担
金
の

見
直
し
を

【
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
に
関
す
る
条
例
改
正
】

令和８年度健全化判断比率（令和７年度決算）　（単位：％)

区分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準
実質公債費比率 8.4 25.0 35.0
将来負担比率 10.2 350.0

問
わ
れ
る
充
実
し
た
決
算
審
査

９
月
末
か
ら
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
る
。
予
算
は
町
当
局
が
ほ
ぼ
半

年
か
け
て
作
成
し
て
い
る
が
、
事
業
の
見

積
書
と
い
う
性
格
が
あ
る
。
決
算
書
で
は

事
業
本
来
の
目
的
や
成
果
、
行
政
課
題
が

見
え
て
く
る
。
財
政
分
析
も
重
要
。
充
実

し
た
決
算
審
査
が
求
め
ら
れ
る
。
決
算
審

査
の
様
子
は
録
画
配
信
さ
れ
る
。

問 

金
利
は
ど
う
な
る
の
か
。

会
計
課
長　
令
和
７
年
３
月
以
降
、
借
入

金
利
が
上
昇
し
て
い
る
。
例
え
ば
１
・
４

％
だ
っ
た
金
利
は
、
令
和
８
年
３
月
に
は

３
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

内容

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公
営

企
業
の
資
金
不
足
比
率
が
報
告

さ
れ
た
。実
質
公
債
費
比
率
は
、

本
町
が
毎
年
ど
れ
だ
け
借
金
を
返
し
て
い

る
か
を
示
す
指
標
。
将
来
負
担
比
率
は
、

本
町
の
借
金
総
額
を
示
す
指
標
。

（
下
表
参
照
）

前
年
度
と
比
べ
改
善

【
令
和
８
年
度
健
全
化
判
断
比
率

（
令
和
７
年
度
決
算
）】

【
令
和
８
年
度
資
金
不
足
比
率

（
令
和
７
年
度
決
算
）】

こ
ど
も
へ
の
性
暴
力
防
止

新
た
な
対
策

内容

６
７
１
１
万
１
０
０
０
円
を
か

け
て
笠
田
小
学
校
の
空
調
機
器

が
更
新
さ
れ
る
。
新
校
舎
建
設

か
ら
15
年
が
経
っ
て
い
る
中
で
の
更
新
と

な
っ
た
。

笠
田
小
学
校
の

空
調
機
器
更
新
へ

【
工
事
請
負
契
約
の
締
結
】

問 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
物
価
高
騰
な
ど
の

影
響
で
、
ど
の
程
度
高
く
な
っ
て
い
る
の
か
。

管
財
課
長　
令
和
６
年
度
購
入
時
の
同
じ
タ
イ

プ
と
比
べ
、
約
２
０
０
万
円
高
く
な
っ
て
い
る
。

内容

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
お
よ
び
積
載

車
各
５
台
と
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

１
台
を
購
入
す
る
。
物
価
が
か
な
り

上
昇
し
て
い
る
の
で
負
担
が
増
え
た
。

消
防
団
の
ポ
ン
プ

な
ど
を
購
入

【
物
品
売
買
契
約
の
締
結
】

空調機器更新で引き続き学びの環境維持（笠田小学校教室）

性暴力防止へ取り組みスタート（案内チラシ）

当局への審査を前に共通認識を高める
（決算審査特別委員会）

数字は低いほど良い

内容

三
谷
公
民
館
の
建
築
、
電
気
設
備
お

よ
び
機
械
設
備
各
工
事
の
契
約
。
事

業
費
の
総
額
は
４
億
１
５
４
０
万
５

１
０
０
円
。

三
谷
公
民
館

い
よ
い
よ
建
て
替
え

【
工
事
請
負
契
約
の
締
結
】
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各ページの二次元コードを読み取
ると、ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

７月・９月会議採決状況（賛否が分かれた議案は０件）

件名・会計名
議員名

結果

藤

本

山

下

東

芝

松

岡

滝
ノ
上

表

具

大

山

田

村

薮

本

北

岡

女
良
畑

橋

谷

下

村

７
月
会
議

監査委員の選任（識見委員） 12対0で同意 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

監査委員の選任（議選委員） 11対0で同意 － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第2号） 12対0で可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９
月
会
議

公平委員会委員の選任など4件 12対0で同意 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認可地縁団体印鑑条例の一
部改正など10件
工事請負契約の締結など9件
一般会計補正予算（第3号）など7件

12対0で可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）藤本議員は、議長のため採決には加わらない。松岡議員は、監査委員（議選）候補者のため採決には加わらない。　○は賛成

問 
町
の
損
害
賠
償
額

は
約
１
５
５
万
円
。

物
損
事
故
の
内
容
は
。

建
設
課
長　
民
間
発
注

工
事
の
現
場
に
向
か
っ

て
い
た
ミ
キ
サ
ー
車
が
、

誤
っ
て
町
道
四
邑
２
号

線
に
進
入
し
横
転
し
た
。

ク
レ
ー
ン
車
に
よ
る
引

き
上
げ
が
困
難
で
あ
り
、

現
地
で
車
を
切
断
し
て

引
き
上
げ
た
。

問 

再
発
防
止
策
は
。

建
設
課
長　
町
道
入
口

に
道
路
が
狭
小
と
な
る

表
示
の
看
板
を
設
置
し

た
。

中阪町長

さらに災害井戸登録の呼びかけを
	 大山　希世… …………… 12

ストーマ装具の基準額引き上げを
	 東芝　弘明… …………… 13

町民の声をどう返す
	 北岡　慶久… …………… 14

防災資機材や備蓄品の平準化を
	 山下　慎二… …………… 15

船岡山を観光資源に
	 橋谷　典仁… …………… 16

住民の生命と財産を守る防犯対策
	 女良畑政幸… …………… 17

住民に身近な集会所を生かすには
	 表具　　弘… …………… 18

道路異常を発見した際の通報は
	 滝ノ上万記… …………… 19

地域の人材を防災につなぐには
	 下村　清隆… …………… 20

見守り配食サービスの充実を
	 松岡　宏行… …………… 21

下水道　今後の見直しは
	 薮本　珠代… …………… 22

令和８年中に行った一般質問テーマ

有効に活用したい

写真左から

７月
会議

７
月
会
議
で
は
、
議
長
・
副
議
長
の
選
出
を
は
じ
め

議
会
の
構
成
（
Ｐ
４
〜
５
参
照
）
が
決
ま
る
と
と
も
に
、

交
通
事
故
（
物
損
）
に
よ
る
損
害
賠
償
の
専
決
処
分
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。

事
故
は
な
ぜ
起
き
た
の
か

【
損
害
賠
償
の
和
解
及
び

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
】

物
価
高
騰
対
策

Ｊ
Ｃ
Ｂ
商
品
券
の
購
入

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

【
物
品
売
買
契
約
の
締
結
】

７月会議
（7/31～8/3）
専決処分 2件

選挙 7件
人事 2件

補正予算 1件

再発防止対策が行われた四邑２号線（御所地内）

内容

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｂ
商
品
券

を
購
入
す
る
。
配
付
対
象
は
18
歳
以
下

の
子
ど
も
と
75
歳
以
上
の
高
齢
者
。
１

人
３
０
０
０
円
を
５
６
４
５
人
に
配
付
。

一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
町
政
に
関
す
る
提
案
や
質
問
を
行
う
も
の
で
、

持
ち
時
間
は
１
人
60
分
。
記
事
は
、質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

６０

町
民
の
お
も
いを
届
け
る

分
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問 
現
在
の
耐
震
性
水
道

本
管
へ
の
更
新
状
況

と
今
後
の
計
画
は
。
ま
た
、

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳ち
ゅ
う
て
つ鉄
管
と
は
。

上
下
水
道
課
長　
本
管
の

総
延
長
は
約
１
２
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
う
ち
25

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
耐
震
管

へ
更
新
済
み
。
令
和
６
年

度
は
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の

更
新
を
実
施
し
た
。
令
和

７
年
度
か
ら
９
年
度
で
約

80
メ
ー
ト
ル
の
更
新
計
画

を
進
め
て
い
く
。
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
と
は
、
鉄
の

強
さ
と
鋳
鉄
の
し
な
や
か

さ
を
合
わ
せ
持
ち
、
１
０

０
年
以
上
の
耐
久
性
と
、

高
い
耐
震
性
を
有
す
る
。

布
設
替
え
は
ダ
ク
タ
イ
ル

鋳
鉄
管
を
基
本
と
し
て
い

る
。

問 

工
事
が
進
み
に
く
い

理
由
は
。

上
下
水
道
課
長　
工
事
費

の
確
保
や
専
門
技
術
者
の

不
足
。
断
水
や
道
路
通
行

止
の
影
響
を
考
慮
し
た
仮

設
配
管
の
設
置
や
、
そ
の

ル
ー
ト
選
定
に
慎
重
な
検

討
を
要
す
る
た
め
。

問 

住
民
か
ら
災
害
時
協

力
井
戸
の
申
し
出
は

何
件
あ
っ
た
か
。

危
機
管
理
課
長　
問
い
合

わ
せ
は
数
件
。
登
録
は
３

件
。

問 
今
後
の
計
画
目
標
は
。

危
機
管
理
課
長　
旧
小
学

校
区
を
基
本
に
10
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

で
５
カ
所
と
し
、
町
全
体

で
50
カ
所
の
設
置
を
目
標

と
し
て
い
る
。

問 

か
な
り
高
い
目
標
。

理
解
と
協
力
を
得
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
周
知

を
行
う
の
か
。
ま
た
、
必

要
性
を
よ
り
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
動
画
な
ど
も

問 

障
害
者
自
立
支
援
法

か
ら
障
害
者
総
合
支

援
法
に
変
わ
っ
た
経
緯
と
、

本
町
独
自
の
日
常
生
活
用

具
給
付
の
拡
充
状
況
は
。

福
祉
介
護
課
長　
２
０
０

６
年
施
行
の
障
害
者
自
立

支
援
法
の
１
割
の
応
益
負

担
に
対
す
る
違
憲
訴
訟
な

ど
を
背
景
に
、
負
担
ゼ
ロ

を
含
む
応
能
負
担
へ
と
転

換
し
た
。
本
町
で
は
、
人

工
内
耳
用
装
置
や
電
池
な

ど
へ
の
対
象
拡
充
を
行
っ

て
い
る
。
ス
ト
ー
マ
装
具

（
人
工
肛
門
ま
た
は
人
工

膀
胱
）
の
給
付
基
準
額
の

具
体
的
な
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。

問 

物
価
高
に
よ
り
オ
ス

ト
メ
イ
ト
（
手
術
に

よ
り
腹
部
に
ス
ト
ー
マ
を

造
設
し
た
人
）
の
自
己
負

担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。

尿
路
系
１
万
５
０
０
０
円
、

消
化
器
系
１
万
３
０
０
０

円
へ
基
準
額
を
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
１
割
負
担

も
免
除
す
べ
き
で
は
。

町
長　
ス
ト
ー
マ
装
具
は

生
活
に
直
結
す
る
必
需
品

で
あ
り
、
生
存
権
に
深
く

関
わ
る
た
め
、
本
町
と
し

て
主
体
的
に
適
正
な
額
を

検
討
す
る
。
基
準
額
の
引

き
上
げ
と
と
も
に
、
１
割

の
自
己
負
担
を
撤
廃
す
る

こ
と
も
含
め
、
早
期
の
実

施
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
課
長　
災
害
時

に
お
け
る
生
活
用
水
確
保

の
重
要
性
の
理
解
を
得
る

問 
持
続
可
能
な
行
政
運

営
と
、
行
き
届
い
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向

け
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
維
持
・
向
上
の
た
め
、

次
の
提
案
を
行
っ
た
。

•
住
民
か
ら
の
お
褒
め
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
職
員

で
共
有

•
本
町
活
性
化
の
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
に

対
す
る
予
算
化
や
、
主

体
的
な
活
動
へ
の
評
価

•
職
員
同
士
が
日
々
の
業

務
で
感
謝
を
文
字
で
交

わ
し
共
有
す
る
、
ピ
ア

ボ
ー
ナ
ス
サ
ン
ク
ス
制

度
の
導
入
な
ど

コ
ツ
コ
ツ
頑
張
る
職
員

が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
な

ど
を
求
め
た
。

問 

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
の
被
害
は
、
和

歌
山
県
内
で
本
町
が
突
出

し
て
い
る
。
伐
採
・
抜
根

以
外
に
選
択
肢
が
な
い
ほ

ど
の
甚
大
な
状
況
に
達
し

て
い
る
可
能
性
は
。

町
長　
鳥
獣
害
を
大
き
く

超
え
る
深
刻
な
被
害
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

改
植
に
伴
う
未
収
益
期
間

の
収
入
減
な
ど
の
問
題
か

ら
、
全
て
の
農
家
に
伐
採

や
抜
根
の
同
意
を
得
る
の

は
現
状
で
は
難
し
い
。

問 

現
在
の
対
策
で
被
害

を
食
い
止
め
る
効
果

は
上
が
っ
て
い
る
か
。

農
林
振
興
課
長　
被
害
は

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
爆

発
的
な
蔓
延
を
防
ぐ
一
定

の
防
除
効
果
は
出
て
い
る
。

今
後
は
、
個
別
対
応
だ
け

で
は
な
く
、
耕
作
放
棄
地

な
ど
も
含
め
た
面
的
な
重

点
区
域
な
ど
を
設
定
し
、

被
害
拡
大
を
確
実
に
食
い

止
め
た
い
。

問 
伐
採
・
抜
根
後
の
改

植
や
未
収
益
期
間
に

対
す
る
新
た
な
補
助
制
度

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
Ｊ

Ａ
と
連
携
し
て
活
用
す
べ

き
。
ま
た
、
複
数
の
人
員

増
に
よ
る
体
制
強
化
を
図

り
、
果
樹
農
業
と
地
域
経

済
を
守
る
た
め
に
全
力
を

傾
注
し
て
ほ
し
い
。

農
林
振
興
課
長　
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
て
補
助
制
度
の
活

用
を
図
る
。
ま
た
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
配
置
や

民
間
事
業
者
へ
の
委
託
に

よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
現

状
調
査
を
進
め
、
所
有
者

へ
の
働
き
か
け
を
徹
底
し

防
除
の
空
白
地
帯
を
な
く

し
た
い
。

た
め
、
画
像
や
映
像
を
用

い
る
こ
と
は
効
果
的
。
登

録
ま
で
の
流
れ
や
、
注
意

点
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
の

作
成
や
配
布
に
加
え
、
地

域
や
自
主
防
災
組
織
へ
出

向
き
協
力
を
お
願
い
す
る
。

さらに災害井戸登録の呼びかけを

［危機管理課長］ 地域などに出向きお願いする

大山　希世 議員

大規模地震の揺れにも耐えるダクタイル鋳鉄管

災害時協力井戸として登録している井戸の１つ
町内50カ所設置の目標に向け取り組む

ストーマ装具の
基準額引き上げを

［町長］ 早期実施に向け検討を進める

東芝　弘明 議員

防除ネットを食い破り出てくるクビアカツヤカミキリ（大薮地内）

職
員
が
働
き
続
け
た
く
な
る
職
場
へ

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策
の
強
化
を

［
農
林
振
興
課
長
］ 

職
員
配
置
や
委
託
で
空
白
地
帯
を
な
く
す
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問 
令
和
７
年
度
に
町
政

意
見
箱
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ

て
、
ど
の
程
度
の
意
見
や

要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
改
善

や
事
業
に
つ
な
が
っ
た
事

例
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　
令
和
７
年
度

は
町
政
意
見
箱
22
件
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
13
件
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
19
件
の
計
54
件
の
意

見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

児
童
館
の
休
館
情
報
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
や
、
令
和
８

年
４
月
か
ら
運
行
す
る
デ

マ
ン
ド
乗
合
交
通
「
か
つ

ら
い
ど
」
な
ど
、
改
善
や

事
業
に
つ
な
が
っ
た
事
例

も
あ
る
。
検
討
に
時
間
を

要
す
る
案
件
も
継
続
し
て

状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

問 

道
路
な
ど
の
地
域
要

望
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
、
早
期
に
対
応
で
き

な
い
要
望
は
ど
の
よ
う
に

管
理
し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長　
要
望
内
容
の

聞
き
取
り
や
現
地
確
認
を

行
い
、
危
険
度
や
経
済
性

な
ど
を
踏
ま
え
て
優
先
順

位
を
つ
け
て
い
る
。
早
期

に
対
応
で
き
な
い
要
望
は

「
道
路
等
の
要
望
に
関
す

る
早
期
対
応
計
画
」
で
進

捗
を
管
理
し
、
毎
年
度
見

直
し
て
い
る
。
毎
年
４
月

に
は
各
地
区
の
自
治
区
長

に
執
行
状
況
や
予
定
を
説

明
し
、
交
代
後
も
要
望
が

引
き
継
が
れ
る
よ
う
対
応

し
て
い
る
。

問 
行
政
報
告
会
で
寄
せ

ら
れ
た
意
見
や
要
望

は
、
ど
の
よ
う
に
整
理
・

管
理
し
、
住
民
へ
回
答
し

て
い
る
の
か
。

企
画
公
室
長　
行
政
報
告

会
は
、
住
民
の
声
を
政
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
令

和
４
年
度
か
ら
毎
年
度
実

施
し
、
５
年
間
で
延
べ
２

６
４
５
人
が
参
加
、
５
６

問 

自
主
防
災
組
織
の
活

動
は
、
平
常
時
と
災

害
時
に
大
き
く
分
け
ら
れ
、

大
変
重
要
な
役
割
を
し
て

い
る
。
自
主
防
災
組
織
に

よ
る
避
難
訓
練
が
全
て
の

組
織
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

訓
練
な
の
か
。

危
機
管
理
課
長　
全
69
組

織
の
う
ち
、
合
同
開
催
を

含
め
て
34
組
織
で
開
催
し

て
い
る
。
避
難
行
動
訓
練
、

避
難
所
開
設
訓
練
、
体
験

型
訓
練
な
ど
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
実
践
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問 

全
国
で
は
、
備
蓄
品

の
平
準
化
に
取
り
組

む
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
ご
と
に
大

き
な
隔
た
り
が
な
い
よ
う
、

標
準
的
な
備
蓄
リ
ス
ト
の

作
成
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
課
長　
標
準
的

な
備
蓄
リ
ス
ト
の
作
成
は
、

非
常
時
へ
の
備
え
と
し
て

重
要
な
視
点
で
あ
る
。
一

定
の
基
準
に
基
づ
い
て
備

蓄
を
進
め
る
こ
と
は
大
切

と
考
え
る
。

問 

必
要
な
も
の
を
整
備

す
る
取
り
組
み
を
、

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
有
効
的
な

手
段
を
使
っ
て
、
防
災
資

機
材
や
備
蓄
品
の
平
準
化

を
目
指
し
、
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
本

町
の
考
え
は
。

町
長　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
、
災
害
用
ト

イ
レ
カ
ー
導
入
時
に
は
随

分
と
役
に
立
っ
た
。
多
く

の
方
の
賛
同
を
得
な
が
ら
、

魅
力
的
で
特
色
の
あ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
外
部
の
財
源
を

積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
て
進

め
た
い
。

４
件
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
た
。
回
答
を
保

留
し
た
も
の
は
企
画

公
室
で
整
理
・
管
理

し
、
担
当
課
な
ど
と

情
報
共
有
し
て
、
後

日
、
自
治
区
長
ま
た

は
質
問
者
に
回
答
し

て
い
る
。

問 

総
務
課
、
建
設

課
、
企
画
公
室

で
要
望
や
意
見
を
管

理
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
町
民
の

声
を
庁
内
で
共
有
し
、

受
付
か
ら
対
応
ま

で
継
続
し
て
管
理
し
、

そ
の
経
過
や
結
果
を

町
民
に
返
す
こ
と
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　
一
元
化
は
簡
単
で

は
な
く
、
デ
ー
タ
の
保
存

や
活
用
方
法
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
管
理
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
の
連
携
、
現

在
の
職
員
数
で
対
応
で
き

る
方
法
も
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。

ま
と
め
　
全
て
の
要
望

の
実
現
を
求
め
て
い
る
の

で
は
な
い
。
で
き
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
。
大
切
な
の
は
、

町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声

が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
そ

の
経
過
や
結
果
が
き
ち
ん

と
返
っ
て
く
る
こ
と
で
あ

る
。
町
民
の
声
を
聴
き
、

行
政
が
考
え
対
応
し
、
そ

の
結
果
を
町
民
に
返
す
。

そ
う
し
た
循
環
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
、
行
政
へ
の

信
頼
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
今
回
の
答
弁
に
あ
っ

た
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
に
も

期
待
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
「
職
員
の
人

材
確
保
・
育
成
と
組
織
づ

く
り
に
つ
い
て
」
質
問
し

た
。

問 

小
・
中
学
校
の
防
災

訓
練
や
避
難
訓
練
の

内
容
は
。

教
育
総
務
課
長　
各
学
校

で
は
、
防
火
訓
練
並
び
に

地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
事

前
講
習
を
行
い
、
校
内
放

送
に
よ
る
伝
達
、
通
報
の

訓
練
、
安
全
な
場
所
へ
の

避
難
誘
導
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。

問 

防
火
設
備
、
避
難
設

備
を
誰
が
、
ど
の
よ

う
な
頻
度
で
点
検
し
て
い

る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
教
頭
や

施
設
担
当
教
職
員
な
ど
を

責
任
者
と
定
め
、
校
内
巡

視
と
年
２
回
の
点
検
を
実

施
、
消
火
器
の
使
用
期
限

や
屋
内
消
火
栓
の
状
況
な

ど
を
確
認
し
て
い
る
。

問 
教
職
員
の
負
担
、
保

護
者
や
地
域
住
民
の

負
担
を
理
解
し
た
上
で
、

訓
練
・
検
証
・
改
善
が
で

き
る
仕
組
み
を
考
え
、
年

３
回
程
度
、
避
難
訓
練
の

実
施
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
回
数
に
と
ら
わ

れ
ず
訓
練
内
容
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
学
校
や
保

護
者
、
地
域
の
方
々
へ
の

負
担
に
も
配
慮
し
、
効
果

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
改
善
に
努
め
た
い
。

町民の声をどう返す

［町長］ データの保存や活用方法を考える

北岡　慶久 議員

本庁舎の町政意見箱には22件の要望や意見が寄せられた
花園支所玄関にも設置されている

防災資機材や備蓄品の平準化を

［町長］ 各地域のニーズに添って進める

山下　慎二 議員

充実した防災資機材を完備（真和防災倉庫）

年
３
回
程
度
の

避
難
訓
練
を

［
教
育
長
］

効
果
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
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問 
船
岡
山
と
そ
の
周
辺

に
つ
い
て
、
ど
の
部

署
が
所
管
し
、
ど
の
範
囲

ま
で
を
管
理
対
象
と
し
て

い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

駐
車
場
、
遊
歩
道
、
厳い
つ
く

島し
ま

橋ば
し
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
が
所
管
し
、

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

船
岡
山
の
山
林
や
社
殿
周

辺
の
大
部
分
は
厳
島
神
社

の
境
内
地
で
あ
る
た
め
、

神
社
関
係
者
や
地
元
で
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

問 

吊
り
橋
や
遊
歩
道
の

老
朽
化
、
補
修
が
必

要
な
危
険
箇
所
の
点
検
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

日
常
の
点
検
や
維
持
管
理

が
十
分
に
行
き
届
い
て
い

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
今
年
度
に
入
り
、
複

数
回
に
わ
た
り
現
地
を
確

認
し
、
現
状
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。
草
木
の
繁は
ん
も茂

や
一
部
の
手
す
り
の
老
朽

化
、
倒
木
な
ど
に
よ
り
、

歩
行
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
箇
所
が
あ
る
こ
と
は
、

町
も
認
識
し
て
い
る
。
具

体
的
な
対
応
方
法
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。

建
設
課
長　
吊
り
橋
に
関

し
て
は
毎
年
５
月
頃
、
職

員
に
よ
る
点
検
を
実
施
し

て
い
る
。
３
年
に
一
度
、

国
土
交
通
省
と
の
合
同
点

検
も
実
施
。
点
検
項
目
は
、

橋
の
上
部
工
・
下
部
工
の

施
設
状
況
を
は
じ
め
、
ワ

イ
ヤ
ー
や
主
塔
、
床し
ょ
う
ば
ん版
、

高こ
う
ら
ん欄
な
ど
の
構
造
や
取
付

護
岸
の
状
況
な
ど
を
目
視

に
よ
り
確
認
。

問 

自
然
を
守
る
視
点
と
、

美
観
維
持
に
つ
い
て

の
方
向
性
は
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

今
後
、
美
し
い
景
観
を
守

問 

本
町
の
第
５
次
長
期

総
合
計
画
の
「
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
」

の
根
拠
は
。

総
務
課
長　
憲
法
上
の
理

念
と
個
別
法
に
基
づ
く
法

的
義
務
と
い
う
、
明
確
な

裏
づ
け
に
基
づ
い
て
い
る
。

問 

犯
罪
か
ら
住
民
を
守

る
と
い
う
こ
と
も
、

自
治
体
の
使
命
に
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
「
住
民
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
」
と
い

う
自
治
体
の
基
本
的
使
命

を
果
た
す
た
め
の
重
要
な

責
務
に
含
ま
れ
て
い
る
。

問 

フ
ル
ー
ツ
の
盗
難
事

件
が
発
生
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
事
件
も
起
こ
り

得
る
可
能
性
が
あ
る
。
犯

罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
台
数
を
増
や
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
町
内
全

体
に
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。
個
人
住
宅
や
事
業
所

が
設
置
し
た
カ
メ
ラ
も
補

助
の
対
象
に
し
て
は
。

総
務
課
長　
「
か
つ
ら
ぎ

町
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
計

画
」
が
令
和
９
年
度
で
終

了
す
る
の
で
、
新
た
に
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
制

度
を
検
討
し
て
い
る
。
現

時
点
で
は
、
自
治
区
や
町

内
会
に
よ
る
設
置
を
補
助

対
象
と
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

問 

背
ノ
山
地
区
に
あ
る

元
飲
食
店
の
壁
に
大

き
な
落
書
き
が
目
に
入
っ

て
く
る
。
こ
う
い
う
状
態

を
放
っ
て
お
く
と
「
割
れ

窓
理
論
」
の
よ
う
に
、
さ

ら
な
る
被
害
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
素
早
く

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
宮
城
県
仙
台
市
の
よ

う
に
落
書
き
消
去
用
具
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
は
。

ま
た
、
塗
装
修
理
代
に
つ

い
て
の
補
助
の
検
討
を
。

総
務
課
長　
個
人
の
所
有

物
で
あ
る
空
き
施
設
な
ど

の
管
理
や
、
落
書
き
被
害

の
現
状
回
復
は
、
基
本
的

に
は
所
有
者
が
責
任
を
持

っ
て
対
応
す
る
「
自
助
」

の
領
域
。
消
去
用
具
の
貸

し
出
し
は
検
討
し
て
い
く
。

問 

防
犯
カ
メ
ラ
や
感
知

セ
ン
サ
ー
を
設
置
し

た
場
合
、
抑
止
力
向
上
の

た
め
、
も
っ
と
表
示
を
大

き
く
、
夜
間
も
含
め
わ
か

り
や
す
い
素
材
に
し
て
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
支
柱
の
横

に
設
置
す
る
考
え
は
。

総
務
課
長　
現
在
設
置
し

て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
現
地
を
確
認
し
、
視

認
性
の
低
い
箇
所
に
は
ス

テ
ッ
カ
ー
の
貼
り
替
え
や

看
板
設
置
な
ど
、
効
果
的

な
表
示
方
法
の
改
善
に
向

け
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問 

も
っ
と
住
民
の
意
識

に
伝
わ
る
方
法
と
し

て
、
地
元
に
出
向
く
啓
発

活
動
を
行
っ
て
は
。

総
務
課
長　
防
犯
自
治
会

や
警
察
署
と
緊
密
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に

出
向
く
啓
発
活
動
や
、
情

報
伝
達
の
さ
ら
な
る
充
実

に
向
け
、
取
り
組
み
た
い
。

問 
犯
罪
か
ら
住
民
を
守

る
対
策
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
、

提
案
の
あ
っ
た
内
容
に
つ

い
て
は
検
討
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
く
。

る
た
め
に
、
ま
ず
は
枯
れ

た
木
の
状
況
や
、
周
り
の

森
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

地
元
関
係
者
と
連
携
し
な

が
ら
情
報
を
共
有
し
、
し

っ
か
り
と
現
状
を
把
握
し

た
い
。
行
政
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
対
策
や
保
護
が

実
施
可
能
な
の
か
を
慎
重

に
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

問 

安
全
点
検
や
維
持
管

理
の
見
直
し
、
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
本
町
が
誇
る
地
理
、

歴
史
、
文
学
な
ど
が
凝
縮

さ
れ
た
、
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
地
域
資
源
。
名

所
と
し
て
非
常
に
高
い
文

学
的
な
価
値
を
有
す
る
と

理
解
し
て
い
る
。
電
気
や

水
を
ど
う
す
る
の
か
。
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で

観
光
資
源
と
し
て
活
用
で

き
る
か
検
討
す
る
。
来
年

度
に
は
着
手
で
き
る
よ
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
っ

て
、
地
域
と
一
緒
に
考
え

進
め
た
い
。

船岡山を観光資源に

［町長］ 地域と一緒に考え進めたい

橋谷　典仁 議員

万葉集に歌われている船岡山（島地区） 整備されていない危険な遊歩道

住民の生命と財産を守る
防犯対策

［町長］ 提案を検討しながら生かしていく

女良畑政幸 議員

防犯カメラの台数増が犯罪を減らすカギになるはず
（町が設置した大谷駅周辺の防犯カメラ）
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問 
町
内
の
集
会
所
の
数

は
。

総
務
課
長　
総
務
課
が
所

管
す
る
町
有
施
設
で
集
会

所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
施
設
が
18
、
各
自
治
区

や
町
内
会
が
主
体
と
な
っ

て
建
設
さ
れ
、
町
が
集
会

所
維
持
費
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
施
設
が
52
で
あ

る
。

問 

集
会
所
維
持
費
補
助

金
の
交
付
要
綱
は
。

総
務
課
長　
地
域
社
会
の

向
上
・
発
展
と
地
域
間
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
で

あ
る
集
会
所
の
維
持
管
理

を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

補
助
金
の
額
は
原
則
と
し

て
自
治
区
な
ど
が
設
置
し

管
理
す
る
集
会
所
が
対
象
。

集
会
所
の
規
模
に
応
じ
た

額
と
、
世
帯
数
に
応
じ
た

額
１
世
帯
当
た
り
６
０
０

円
の
合
計
額
を
算
定
し
交

付
し
て
い
る
。

問 

本
町
で
は
、
こ
ど
も

食
堂
支
援
事
業
補
助

金
が
あ
る
。
執
行
率
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
令
和
６
年

度
約
17
％
、
令
和
７
年
度

約
41
・
６
％
と
執
行
率
が

低
い
。
補
助
金
自
体
の
見

直
し
を
再
検
討
す
べ
き
で

は
。

福
祉
介
護
課
長　
こ
ど
も

食
堂
な
ど
の
運
営
団
体
か

ら
声
を
聴
い
た
上
で
、
現

要
綱
の
一
部
改
正
も
視
野

に
入
れ
、
補
助
金
を
使
い

や
す
い
よ
う
に
改
善
す
る
。

ま
た
、
地
域
の
拠
点
と
し

て
、
こ
ど
も
食
堂
を
増
や

し
て
い
く
支
援
を
続
け
た

い
。

問 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事

業
も
３
年
連
続
で
執

行
率
が
約
70
％
。
現
行
制

度
と
実
態
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

問 

令
和
７
年
７
月
の
暴

風
雨
に
よ
り
町
内
各

地
で
倒
木
が
発
生
。
住
民

が
道
路
上
で
倒
木
な
ど
の

異
常
を
発
見
し
た
場
合
、

ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う
に
通

報
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

建
設
課
長　
道
路
で
倒
木

や
異
常
を
発
見
し
た
場
合

は
、
ま
ず
役
場
へ
連
絡
し

て
ほ
し
い
。
平
日
の
業
務

時
間
内
は
も
ち
ろ
ん
、
夜

間
や
休
日
で
も
、
緊
急
を

要
す
る
場
合
、
役
場
へ
電

話
を
す
れ
ば
、
総
務
課
や

日
直
を
経
由
し
て
建
設
課

へ
連
絡
が
入
る
体
制
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路

は
国
道
・
県
道
・
町
道
な

ど
に
よ
っ
て
管
理
者
が
異

な
る
が
、
住
民
が
そ
れ
ぞ

れ
の
管
轄
を
把
握
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
国
道
や
県

道
に
つ
い
て
も
建
設
課
へ

連
絡
す
れ
ば
、
内
容
を
確

認
し
、
本
町
か
ら
所
管
す

る
機
関
へ
連
絡
す
る
こ
と

に
な
る
。

問 

電
話
以
外
に
、
本
町

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

も
道
路
異
常
を
通
報
で
き

る
と
の
こ
と
だ
が
、
夜
間

や
休
日
で
も
対
応
可
能
か
。

建
設
課
長　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

は
、
道
路
の
不
具
合
や
水

漏
れ
、
不
法
投
棄
な
ど
を

通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

写
真
や
位
置
情
報
も
送
信

で
き
る
た
め
、
現
場
の
状

況
を
正
確
に
把
握
で
き
、

迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
夜
間

や
休
日
に
は
即
対
応
が
で

き
な
い
。

問 

倒
木
な
ど
で
道
路
が

ふ
さ
が
れ
て
通
行
で

き
な
い
緊
急
事
態
で
は
、

迅
速
な
対
応
が
必
要
と
な

る
。
夜
間
や
休
日
に
電
話

で
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
対
応

し
て
い
る
か
。

建
設
課
長　
緊
急
性
が
あ

る
場
合
は
、
課
長
か
ら
課

員
へ
連
絡
し
、
現
地
確
認

を
行
う
。
職
員
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
場
合
や
重

機
な
ど
が
必
要
な
場
合
に

は
、
地
元
の
工
事
業
者
へ

依
頼
し
て
対
応
す
る
場
合

も
あ
る
。

問 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
夜

間
や
休
日
に
は
対
応

で
き
な
い
。
和
歌
山
県
や

和
歌
山
市
な
ど
で
導
入
さ

れ
て
い
る
「Ｍ

ｙ
 C

ity 
Report

（
マ
イ
シ
テ
ィ

レ
ポ
ー
ト
）」
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討

し
て
は
。

建
設
課
長  

シ
ス
テ
ム
の

存
在
は
把
握
し
て
い
る
。

今
後
、
夜
間
や
休
日
の
運

用
方
法
、
現
在
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
通
報
と
の
比
較
、
導
入

費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
、
職
員
の
負
担
な
ど
に

つ
い
て
、
実
際
に
運
用
し

て
い
る
自
治
体
か
ら
情
報

を
収
集
し
、
よ
り
効
率
的

で
迅
速
に
道
路
異
常
へ
対

応
で
き
る
手
法
に
つ
い
て

研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

ま
と
め
　
道
路
上
の
倒

木
な
ど
は
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
。
住
民
が
道
路
の
異
常

を
発
見
し
た
際
に
「
ど
こ

へ
、
ど
の
よ
う
に
通
報
す

れ
ば
よ
い
の
か
」
を
迷
う

こ
と
な
く
、
夜
間
や
休
日

で
あ
っ
て
も
迅
速
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
住
民

の
安
全
確
保
、
さ
ら
に
職

員
の
負
担
軽
減
を
両
立
で

き
る
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
通
報
・
対
応
体
制
の
構

築
を
求
め
る
。

れ
る
が
。

福
祉
介
護
課
長　
当
初
予

算
額
に
つ
い
て
は
、
各
サ

ロ
ン
活
動
の
活
発
化
や
、

新
規
サ
ロ
ン
の
増
加
分
を

考
慮
し
た
金
額
を
見
込
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
実
績

で
は
参
加
者
の
高
齢
化
に

伴
う
移
動
手
段
の
喪
失
や
、

施
設
入
所
に
加
え
、
後
継

者
不
足
と
、
運
営
負
担
の

増
大
、
ま
た
新
規
の
参
加

者
が
い
な
い
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
全
体
的
に
少
な

い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

問 

集
会
所
な
ど
の
民
間

施
設
が
避
難
所
・
避

難
場
所
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
件
数
は
。

危
機
管
理
課
長　
町
内
会

が
所
有
し
て
い
る
集
会
所

の
う
ち
、
指
定
避
難
所
は

７
カ
所
で
あ
る
。

問 
自
主
防
災
組
織
補
助

金
を
活
用
し
、
防
災

講
座
や
避
難
訓
練
な
ど
を

行
っ
た
団
体
は
。

危
機
管
理
課
長　
直
近
３

年
間
に
お
い
て
は
、
延
べ

25
の
自
主
防
災
組
織
が
補

助
金
を
活
用
し
、
９
組
織

が
防
災
教
室
や
避
難
訓
練

を
実
施
し
た
。

問 

各
地
域
の
安
心
・
安

全
な
活
動
拠
点
で
あ

る
集
会
所
を
、
住
民
に
と

っ
て
も
っ
と
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
次
年
度

以
降
の
予
算
拡
充
な
ど
柔

軟
な
対
応
を
講
じ
る
べ
き

で
は
。

総
務
課
長　
本
町
と
し
て

は
、
集
会
所
が
果
た
す
役

割
の
重
要
性
は
認
識
し
つ

つ
、
各
地
域
の
主
体
的
な

活
動
に
委
ね
て
お
り
、
現

時
点
で
次
年
度
以
降
の
予

算
拡
充
を
行
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

住民に身近な集会所を
生かすには

［総務課長］ 各地域の主体的な活動に委ねている

表具　弘 議員

新たなコミュニティの場へ（中飯降地内にある睦集会所）

道路異常を発見した際の通報は

［建設課長］ いつでもまず役場へ連絡を

滝ノ上万記 議員

国道４８０号で発生した倒木被害（道の駅くしがきの里付近）
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問 
大
規
模
災
害
で
行
政

の
支
援
が
す
ぐ
に
届

か
な
い
可
能
性
も
あ
る
中
、

自
助
・
共
助
・
公
助
を
踏

ま
え
、
ど
ん
な
備
え
が
必

要
か
。

危
機
管
理
課
長　
自
助
約

７
割
、
共
助
約
２
割
、
公

助
約
１
割
と
言
わ
れ
て
い

る
。
耐
震
化
、
家
具
の
転

倒
防
止
、
最
低
３
日
分
、

で
き
れ
ば
１
週
間
分
の
備

蓄
、
自
主
防
災
組
織
の
活

動
支
援
、
地
域
ぐ
る
み
の

訓
練
、
防
災
士
な
ど
の
育

成
を
進
め
る
。
地
域
に
眠

る
防
災
の
知
識
や
経
験
を

生
か
す
効
果
的
な
仕
組
み

も
研
究
す
る
。

問 

町
民
へ
の
聞
き
取
り

で
は
「
自
主
防
災
組

織
を
知
ら
な
い
」「
活
動

し
て
い
な
い
」「
訓
練
し

て
い
な
い
」「
訓
練
し
た

い
が
方
法
が
分
か
ら
な

い
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

一
方
、
積
極
的
に
訓
練
す

る
地
域
も
あ
る
。
地
域
の

防
災
活
動
の
現
状
は
。

危
機
管
理
課
長　
防
災
資

機
材
の
点
検
や
活
動
調
査

票
に
よ
り
、
研
修
・
訓
練

の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

防
災
学
習
や
防
災
士
に
よ

る
講
演
、
救
命
・
初
期
消

火
・
避
難
訓
練
、
個
別
相

談
な
ど
を
行
い
、
活
動
が

十
分
で
な
い
地
域
に
も
防

災
教
室
を
案
内
し
て
い
る
。

問 
防
災
士
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
者
、

元
消
防
職
員
・
消
防
団
員
、

元
警
察
官
、
医
療
・
福
祉
、

建
築
・
土
木
関
係
者
な
ど
、

地
域
に
は
人
材
が
い
る
。

こ
う
し
た
人
材
を
平
時
か

ら
地
域
の
防
災
活
動
に
つ

な
げ
る
考
え
は
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

現
在
、
防
災
士
の
資
格
保

有
者
は
把
握
し
て
い
る
が
、

多
様
な
人
材
を
網
羅
的
に

問 

配
食
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
と
は
。

福
祉
介
護
課
長　
配
食
を

活
用
し
て
高
齢
者
な
ど
の

見
守
り
訪
問
で
、
安
心
感

の
提
供
や
孤
独
死
の
防
止

に
努
め
て
い
る
。
介
護
保

険
制
度
で
週
３
回
利
用
者

は
73
人
。
２
業
者
に
委
託

し
て
い
る
。

問 

一
委
託
業
者
が
効
率

的
な
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
す
る
た
め
「
在

宅
・
不
在
」「
食
事
状
況
」

「
面
談
時
の
疑
義
」
な
ど

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
入

力
し
て
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
た
。
こ
の
業
者

は
、
利
用
者
の
情
報
を
共

有
化
し
な
い
か
、
と
１
回

５
５
０
円
の
委
託
料
の

範は
ん
ち
ゅ
う疇
と
と
ら
え
提
案
し
て

い
る
が
。

町
長　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

時
代
に
即
し
た
素
晴
ら
し

い
も
の
で
あ
り
、
町
民
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
働
く
も

の
だ
と
受
け
止
め
、
庁
内

で
検
討
し
、
前
向
き
に
取

り
組
み
た
い
。

問 

介
護
保
険
制
度
で
の

拡
充
、
課
題
の
あ
る

町
民
の
た
め
に
一
般
施
策

で
取
り
組
ん
で
は
。

副
町
長　
一
般
施
策
で
の

見
守
り
は
必
要
。
見
守
り

が
必
要
な
方
に
対
す
る
事

業
を
検
討
し
た
い
。

町
長　
私
の
両
親
は
週
３

回
利
用
し
て
い
る
が
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
外
。
配
達
員

が
「
お
父
さ
ん
の
調
子
が

お
か
し
か
っ
た
」
と
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
、
本
当
に
あ

把
握
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
人
材
の
発
掘

は
地
域
防
災
力
の
向
上
に

加
え
、
経
験
や
技
能
を
持

つ
人
の「
居
場
所
と
出
番
」

を
広
げ
る
取
り
組
み
と
し

て
意
義
が
あ
る
。
運
営
方

法
や
登
録
体
制
を
整
理
し
、

他
自
治
体
の
事
例
も
踏
ま

え
て
研
究
す
る
。

地
域
防
災
人
材
バ
ン
ク
の

構
築
を

問 

元
消
防
職
員
や
元
消

防
団
員
が
避
難
訓
練

や
応
急
手
当
を
指
導
し
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

者
が
被
災
地
で
の
経
験
を

伝
え
、
医
療
・
福
祉
関
係

者
が
要
配
慮
者
へ
の
支
援

を
助
言
す
る
。
災
害
時
の

人
員
派
遣
で
は
な
く
、
平

時
に
知
識
や
経
験
を
持
つ

人
と
、
防
災
活
動
に
取
り

組
み
た
い
住
民
を
つ
な
ぐ

仕
組
み
で
あ
る
地
域
防
災

人
材
バ
ン
ク
の
構
築
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　
ま
ず
、
地
域
に
ど

の
よ
う
な
人
材
が
ど
れ
だ

け
い
る
の
か
を
知
る
必
要

が
あ
る
。
提
案
の
地
域
防

災
人
材
バ
ン
ク
は
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
理
解
し
た
。

防
災
を
自
分
事
と
し
て
捉

え
て
も
ら
う
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
を
用
い
、
人

材
バ
ン
ク
の
創
設
も
含
め

検
討
す
る
。

ま
と
め
　
人
材
バ
ン
ク

の
構
築
は
あ
く
ま
で
も
一

つ
の
手
段
で
あ
り
、
幼
少

期
か
ら
の
防
災
教
育
な
ど

も
含
め
、
議
会
と
行
政
で

議
論
し
て
い
き
た
い
。

問 

各
種
検
診
受
診
率
と

取
り
組
み
は
。

健
康
保
険
課
長　
肺
が
ん
、

乳
が
ん
な
ど
の
受
診
率
は

県
の
平
均
以
上
。
保
健
師

の
地
区
担
当
制
に
よ
り
訪

問
、
相
談
、
健
康
教
室
な

ど
地
域
に
出
向
い
て
い
る
。

問 

庁
内
委
員
会
「
健
康

か
つ
ら
ぎ
21
推
進
委

員
会
」
を
定
期
的
に
開
催

し
て
は
。

副
町
長　
関
係
各
課
に
よ

る
課
題
の
共
有
や
、
取
り

組
み
の
場
と
し
て
開
催
し

て
い
る
が
、
定
期
的
に
開

催
し
て
健
康
課
題
や
取
り

組
み
を
共
有
し
た
い
。

問 

紀
北
分
院
、
町
医
師

会
、
町
歯
科
医
師
会

と
町
長
が
一
堂
に
会
し
て

懇
談
し
て
は
。

町
長　
健
康
課
題
・
健
康

づ
く
り
を
懇
談
す
る
場
は

重
要
な
機
会
な
の
で
働
き

か
け
た
い
。

り
が
た
か
っ
た
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、

配
達
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
対
象
者
の
健

康
保
持
、
孤
独
感
の
解
消

に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は

介
護
保
険
や
国
民
健
康
保

険
の
給
付
費
抑
制
に
反
映

さ
れ
る
。

問 
介
護
保
険
・
国
民
健

康
保
険
の
給
付
費
が

合
計
で
41
億
円
。
委
託
料

は
３
０
３
万
円
、
こ
の
額

を
増
額
し
て
課
題
の
あ
る

町
民
を
支
援
し
て
は
。

町
長　
前
向
き
に
考
え
た

い
。

地域の人材を防災につなぐには

［町長］ 人材バンク創設も検討

下村　清隆 議員

町内で実施された応急手当訓練　災害時の力になる

見守り配食サービスの充実を

［町長］ 前向きに考えたい

松岡　宏行 議員

委託業者が目指す包括支援ネットワーク図

町
民
の
健
康
の
た
め

医
療
機
関
と
の
連
携
を

宅配弁当業者
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委
員
会
報
告

紙の資料からデジタルへ（デモ体験）

ペ
ー
パ
レ
ス
化
と
業
務
効
率
化
を
図

る
た
め
、
改
選
前
の
経
緯
と
議
論
し
た

内
容
を
改
め
て
確
認
し
た
。
シ
ス
テ
ム

ソ
フ
ト
を
実
際
に
体
験
す
る
準
備
を
進

め
た
。
今
後
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
議
会

が
導
入
を
希
望
す
る
シ
ス
テ
ム
・
端
末

の
準
備
方
法
・
接
続
環
境
に
つ
い
て
議

論
し
、
予
算
要
求
を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

業
務
の
効
率
化

を
目
指
し
て

委員長　大山　希世

問 
下
水
道
整
備
区
域
が

縮
小
に
至
っ
た
経
緯
、

生
活
へ
の
影
響
は
。

上
下
水
道
課
長　
縮
小
の

最
大
の
理
由
は
、
国
の
方

針
変
更
。
下
水
道
の
整
備

か
ら
既
存
施
設
の
維
持
管

理
へ
。
持
続
可
能
な
事
業

運
営
の
た
め
、
大
幅
な
見

直
し
や
合
併
処
理
浄
化
槽

を
検
討
し
て
も
ら
う
。

問 

縮
小
さ
れ
た
地
域
は
。

上
下
水
道
課
長　
河
南
の

平
野
部
と
短
野
全
域
お
よ

び
高
田
・
背
ノ
山
・
笠
田

中
・
笠
田
東
・
佐
野
・
大

谷
・
蛭
子
・
丁
ノ
町
・
妙

寺
・
中
飯
降
に
お
け
る
未

整
備
地
域
を
縮
小
。

問 

合
併
処
理
浄
化
槽
の

補
助
制
度
は
。 

住
民
環
境
課
長　
５
人
槽

で
33
万
２
０
０
０
円
、
７

人
槽
で
41
万
４
０
０
０
円
、

10
人
槽
で
54
万
８
０
０
０

円
。
そ
の
他
に
加
算
な
ど

の
補
助
制
度
が
あ
る
。

問 

敷
地
が
狭
い
な
ど
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
で
き
な
い
家
へ
の
救

済
・
代
替
案
は
。

住
民
環
境
課
長　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
（
ミ
ニ

下
水
道
）
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
が
、
下
水
道
と
同
様

に
維
持
管
理
な
ど
が
必
要

で
あ
り
、
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
伴
う
。
近
隣
と

の
浄
化
槽
共
同
利
用
や
、

許
可
を
得
た
上
で
の
道
路

へ
の
浄
化
槽
埋
設
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
が
、
十
分
な

検
討
が
必
要
と
な
る
。

問 

一
度
縮
小
し
た
下
水

道
整
備
区
域
を
見
直

す
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　
国
の
方
針
転
換
や

財
政
負
担
を
考
慮
し
、
現

状
は
既
存
施
設
の
維
持
管

問 

商
業
施
設
誘
致
の
活

動
や
進
捗
状
況
は
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

県
内
事
業
者
５
社
・
県
外

事
業
者
５
社
の
計
10
社
に

誘
致
活
動
し
た
が
、
誘
致

に
は
至
ら
ず
。
現
在
も
１

社
検
討
中
。

町
長　
妙
寺
地
区
の
賑
わ

い
創
出
は
重
要
課
題
。
新

た
に
企
業
進
出
し
や
す
い

よ
う
、
支
援
体
制
も
構
築

す
る
。
し
か
し
、
地
理
的

な
条
件
、
人
手
不
足
、
人

件
費
や
金
利
の
高
騰
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
ス
ー
パ

ー
が
仮
に
で
き
て
も
、
地

元
で
買
い
物
を
す
る
こ
と

が
大
事
。
次
の
手
段
と
し

て
公
共
施
設
な
ど
の
一
部

に
商
業
施
設
が
入
る
こ
と

も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
を
も
っ
て
協
議
を
進
め

る
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い

く
。
今
は
デ
マ
ン
ド
乗
合

交
通
「
か
つ
ら
い
ど
」
を

利
用
し
、
買
い
物
環
境
を

補
っ
て
ほ
し
い
。

ま
と
め
　
何
と
し
て
も

「
絵
に
か
い
た
餅
」
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
町
長
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
取
り
組
み
を
求
め
る
。

理
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

今
後
は
区
域
外
の
実
情
な

ど
も
考
慮
し
、
状
況
を
見

な
が
ら
事
情
に
あ
っ
た
も

の
に
変
え
て
い
く
取
り
組

み
も
必
要
と
考
え
る
。

ま
と
め　

本
町
と
し
て

公
平
で
将
来
を
見
据
え
た
、

生
活
排
水
対
策
を
進
め
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

改
選
後
、
初
め
て
の
委
員
会
を
開
催

し
た
。
当
委
員
会
は
、
企
画
、
財
政
、

総
務
を
は
じ
め
危
機
管
理
、
税
務
、
農

林
業
、
ま
ち
づ
く
り
、
建
設
、
上
下
水

道
な
ど
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
調
査
・

審
査
を
行
う
こ
と
を
委
員
間
で
共
有
し

た
。
町
の
発
展
と
町
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
た
め
、
引
き
続
き
幅
広
い
視
点
で

進
め
る
。

下水道　今後の見直しは

［町長］ 事情にあった取り組みも必要

薮本　珠代 議員

狭い敷地の生活排水　どうすればよいのか

１年目は下水道の現状を学ぶ（伊都浄化センター）

幅
広
い

視
点
か
ら

調
査・検
討
を
進
め
る

奈良県斑
いかるがちょう

鳩町の取り組みの1つ
本町でもオリジナルな取り組みを

買
い
物
弱
者
を
救
え
！商

業
施
設
誘
致

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員長　滝ノ上　万記

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

委員長　東芝　弘明

改
選
後
、
初
め
て
の
委
員
会
を
開
催
。

２
年
間
の
方
向
性
を
決
め
る
た
め
、
委

員
一
人
一
人
が
町
の
調
査
研
究
が
必
要

と
考
え
る
課
題
を
持
ち
寄
り
議
論
し
た
。

そ
の
結
果
、
優
先
課
題
と
し
て
、
改

選
前
ま
で
取
り
組
ん
で
い
た
「
ご
み
を

減
ら
す
た
め
の
政
策
提
言
」
に
向
け
、

継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
所
管
事
務
調
査
に
加
え
、
国
保

税
・
介
護
事
業
・
不
登
校
・
地
域
猫
活

動
な
ど
の
現
状
や
仕
組
み
を
学
び
見
識

を
深
め
る
。

ど
ん
な
提
案
に

で
き
る
か
楽
し
み

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委員長　大山　希世

委
員
会
は
、
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
案
お
よ
び
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

条
例
案
の
協
議
を
引
き
継
ぎ
、
完
成
を

目
指
す
。
新
人
議
員
に
と
っ
て
は
初
体

験
。
条
文
の
逐ち

く
条じ
ょ
う

的
な
確
認
と
協
議
を

開
始
し
た
。
来
年
４
月
か
ら
、
２
つ
の

新
条
例
を
施
行
予
定
。

政
治
倫
理
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

協
議
再
開

議場外の議員の政治倫理にもルールを作る
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庁
舎
建
設
は
仕
切
り

直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

10
月
16
日
、
再
公
告
を
行

っ
て
新
た
に
募
集
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
令
和
９
年

２
月
に
優
先
交
渉
権
者

を
決
定
、
同
年
３
月
に
契

約
議
案
が
議
会
に
提
出

さ
れ
る
予
定
。
こ
の
仕
切

り
直
し
に
よ
っ
て
、
庁
舎

建
設
は
９
カ
月
遅
れ
る
。

令
和
６
年
２
月
、
現
庁

舎
の
敷
地
内
で
か
さ
上

げ
し
て
建
設
す
る
と
い

う
「
か
つ
ら
ぎ
町
新
庁
舎

建
設
基
本
構
想
」
を
策
定

し
た
。
こ
の
基
本
構
想
は
、
庁
舎
建
設

を
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
、
商
業

施
設
の
誘
致
に
よ
る
新
た
な
賑
わ
い
の

創
出
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
官

民
連
携
事
業
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
で
の
建
設
を

表
明
。
新
庁
舎
の
延
べ
床
面
積
は
６
０

０
０
㎡
で
、
建
設
場
所
は
現
庁
舎
の
エ

リ
ア
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

令
和
７
年
５
月
、
６
０
０
０
㎡
で
は

建
設
費
が
嵩
み
す
ぎ
る
と
し
て
、
計
画

を
縮
小
し
た
。

令
和
７
年
11
月
「
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を

Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
で
」
行
う
こ
と
を
表
明
。

建
設
延
べ
床
面
積
３
７
０
０
㎡
で
、
建

設
場
所
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
西
側

と
し
た
。

基
本
構
想
で
は
、
庁
舎
の
建
設
、
旧

庁
舎
の
解
体
・
撤
去
の
全
て
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
で
行
う
と
し
て
い
た
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
の
上
限
額
を
34
億
３
８
０
０
万
円

に
設
定
し
、
旧
庁
舎
な
ど
の
解
体
・
撤

去
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
な
ど

は
町
直
営
で
実
施
す
る
と
し
た
。

令
和
８
年
６
月
、
参
加
を
表
明
し
て

い
た
全
て
の
事
業
者
が
辞
退
し
た
の
は
、

労
務
費
と
資
材
費
の
高
騰
が
主
な
理
由

だ
っ
た
。
仕
切
り
直
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
町
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
上
限
額
を

変
更
し
な
い
で
、
延
べ
床
面
積
を
３
７

０
０
㎡
か
ら
２
７
０
０
㎡
程
度
に
縮
小

し
た
。
供
用
開
始
は
令
和
12
年
５
月
を

目
指
し
て
い
る
。

議
会
と
し
て
は
、
議
長
を
除
く
全
議

員
で
特
別
委
員
会
を
組
織
し
て
、
執
行

部
と
協
議
し
て
い
る
。

庁
舎
建
設
は
仕
切
り
直
し　
９
か
月
遅
れ
に

編
集
委
員
の

取
材
で
分
か
っ
た
こ
と

２
７
０
０
㎡
程
度
の
新
庁
舎
は
４
階

建
て
。
１
階
は
浸
水
を
想
定
し
、
会
議

室
や
倉
庫
な
ど
と
し
、
２
階
か
ら
４
階

が
庁
舎
の
本
体
で
、
議
会
棟
も
こ
こ
に

入
る
。

事
業
計
画
の
表
題
は
「
庁
舎
建
替
及

び
賑
わ
い
の
創
出
に
係
る
官
民
連
携
事

業
」。
し
か
し
、
商
業
施
設
の
誘
致
は

任
意
事
業
な
の
で
、
事
業
者
が
計
画
を

提
案
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
商
業
施

設
ゾ
ー
ン
お
よ
び
駐
車
場
の
敷
地
面
積

!  ＰＦＩ事業をＢＴＯ方式で
民間資金による庁舎建設後、町は庁舎の所

有権を取得し、維持管理などのメンテナンスを
事業者が担う。民間が借り入れた資金およびメ
ンテナンス費を平準化し、20年かけて返済する

（ＢＴＯ方式）。
ＰＦＩでは、事業者が設計、施工、維持管
理などを一体で行う。町は建物に不可欠
な性能を示し、これに基づいて事業者の
提案を受ける。

は
７
４
２
６
㎡
を
占
め
、
新
庁
舎
建
設

ゾ
ー
ン
の
２
・
９
倍
と
な
る
。

新
庁
舎

建
設
の
総
経
費
は

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
上
限
34
億
３
８
０

０
万
円
の
範
囲
で
行
わ
れ
る
。
こ
こ
に

旧
庁
舎
な
ど
の
解
体
・
撤
去
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
な
ど
の
費
用
10
億

円
（
概
算
）
が
加
わ
る
。
新
庁
舎
建
設

に
関
わ
る
総
経
費
は
、
44
億
円
を
超
え

る
見
込
み
。

庁舎建設調査検討特別委員会
委員長　松岡　宏行

事業契約までのスケジュール
時　　期 内　　　容

令和8年9月18日 実施方針の公表
令和8年10月16日 事業公告
令和8年11月10日 参加表明提出期限
令和8年12月4日 辞退書提出期限
令和9年1月22日 提案書提出期限
令和9年2月中旬 優先交渉権者決定
令和9年3月 事業契約の締結（議会の議決）

庁舎予定地

延べ床面積の推移

年　月 令和6年2月 令和7年5月 令和8年9月

計画等 基本構想 見直し 参加事業者辞退による見直し

延べ床面積 6,000㎡ 3,700㎡ 2,700㎡以上

備考 庁舎集約型 保健福祉センターの活用
教育委員会の現状維持

保健福祉センターと
西事務所の活用

教育委員会の現状維持

新
庁
舎

建
設
規
模
３
度
目
の
変
更

令
和
12
年
供
用
開
始
を
目
指
す
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研 修 報 告

議会を傍聴してみませんか

議会には、かつらぎ町に対し熱い思い

を持った13人の議員がいます。

実際の審議を見聞きすれば、

まちの動きが
よく分かります。
ぜひ議場へ
お越しください。

議会だより編集委員からのお願い

本会議
新旧の融合が鍵だと思いま

す。併せて、議会の独立性が
重要となってくるかと考えます。
行政のチェック機能としての
議会を！

	 （西
にし
　宏

ひろ
紀
き
さん）

総務産業常任委員会
今回、初めて委員会に参加

したが、あらかじめ答弁内容
がある程度準備されている議
会とは異なり、その場の質問に
応じて質疑応答が行われる形

式であったため、担当者の率直な考えや現場の温
度感をより身近に感じることができ、大変興味深
かった。

	 （宮
みや
本
もと
　菜

な
々
な
子
こ
さん）

地域おこし協力隊の募集が山間部に偏ってい
る点について疑問が残った。一方で、比較的人口
の多い山麓エリアである妙寺や笠田においても、
空き家問題やスーパーの閉店による生活利便性
の低下など、住民の日常生活に直結する課題が
存在している。

	 （宮
みや
本
もと
　菜

な
々
な
子
こ
さん）

映像配信を見て
要望としては、税条例など改

正前・改正後の新旧対照表を審
議する際、画面上に該当箇所を
拡大表示するなど、視聴者が論
点を追いやすくなる工夫をご検
討いただきたい。

	 （門
かど
　大

だい
貴
き
さん）

字幕か文字おこしがあれば
言葉だけでなく、文字を読んで
深く理解できるようになるので
はないかと感じました。

	 （松
まつ

岡
おか
　真

ま
弓
ゆみ
さん）

議会の流れをじっくり見る機会がなく今回視聴
してとても新鮮でした。議長・副議長の選出の際、
所信表明が行われていましたが２人以上立候補さ
れる方がいなかったのは残念でした。

	 （松
まつ

岡
おか
　真

ま
弓
ゆみ
さん）

物価高騰対応や災害復旧など、町民の生活に
直結する施策が迅速に補正予算化されている点
は評価できると感じました。

	 （門
かど
　大

だい
貴
き
さん）

改
選
後
、
初
め
て
の
委
員
会
を

開
催
し
た
。
議
会
の
活
動
を
町
民

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と
も

に
、
町
民
の
声
を
議
会
活
動
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
委
員
間
で
確
認
し
た
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
取

り
組
ん
で
き
た
議
会
モ
ニ
タ
ー
や

自
治
区
長
会
と
意
見
交
換
会
を
継

続
し
て
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
今
年
度
も
町
内
の
中

学
３
年
生
を
対
象
と
し
た
主
権
者

令
和
８
年
度
町
村
議
会
広
報
研

修
会
に
委
員
と
事
務
局
職
員
で
参

加
し
た
。

最
近
の
研
修
会
で
は
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
の
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
１
位
に
な
っ
た
議
会
の
代
表

が
講
演
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い

教
育
を
継
続
す
る
。

今
後
も
、
町
民
の
声
を
大
切
に

し
、
世
代
を
問
わ
ず
多
く
の
町
民

が
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
広
報
・

広
聴
活
動
を
進
め
て
い
く
。

る
。
今
回
は
山
形
県
川か
わ
西に
し
町ま
ち
の
橋は
し

本も
と
欣き
ん
一い
ち
委
員
長
が
講
演
を
行
っ
た
。

川
西
町
は
、
議
会
事
務
局
の
サ

ポ
ー
ト
な
し
に
議
員
で
紙
面
編
集

を
し
て
お
り
、
紙
面
の
校
閲
と
校

正
の
面
で
委
員
長
の
負
担
は
重
い

が
、
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
一
緒

に
紙
面
を
作
成
し
て
る

と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ

た
。議

会
だ
よ
り
が
住
民

に
読
ま
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
街
に
出
て
シ
ー

ル
投
票
を
行
っ
て
い

た
。
本
町
で
も
、
こ
う

い
う
努
力
も
し
て
み
た

い
。

引
き
続
き
主
権
者
教
育
を

今年度は全議員で中学校へ行きます
（生徒に配付するパンフレット）

オリジナルあふれる編集から学びたい

町民の声を議会運営に反映するため、
議会モニター制度を実施している。
提出された感想などレポートの一部を
原文のまま抜粋し掲載する。議会モニターの声m o n i t o r ' s  v o i c e

令和８年度

全
国
１
位
の

川
西
町
の
講
演
を
聞
く

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委員長　滝ノ上　万記

委員長　東芝　弘明橋谷　典仁 副委員長

2026.11.1  111号 │ 2627 │ 



次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで頑張っている子どもたちを紹介します。
学校の中だけでなく、さまざまな分野で一生懸命に取り組む姿を応援します。

【笠田小学校６年生】

嶋
しま

田
だ

　葵
あおい

さん

1 水泳を頑張っています。
2 姉にすすめられて始めました。
3 オリンピックに出場することです。
4 自然豊かなところです。

【大谷小学校６年生】

森
もり

實
ざね

　佳
か

奈
な

さん

1 陸上です。中・長距離を走ることです。
2 中学生の練習を見て、走りたいと思ったからです。
3 大学で駅伝を走ることです。
4 西部公園に陸上のトラックがあるところです。

n e x t g e n e r a t i o n
がんばる人紹介

次世代シリーズ

こ れ か ら の「 か つ ら ぎ 町 」を 担 う の は 君 だ ！

1 今、頑張っていること
2 始めたきっかけ

3 将来の夢
4 かつらぎ町の好きなところ

質  問  事  項

【妙寺中学校３年生】

名
な

倉
ぐら

　大
だい

騎
き

さん

1 学校の部活動のソフトテニスです。
2 部活動紹介で先輩たちに憧れたからです。
3 今まで育ててくれた親に親孝行をしたいです。
4 自然豊かで果物も豊富でおいしいところです。

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

  SHIMADA
AOI

水  泳

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

  NAGURA DAIKI
テニス

n e x t g e n e r a t i o n

がんばる人

次世代シリーズ

  MORIZANE
KANA

n e x t g e n e r a t i o n

陸 上
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